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ミューエンジンの開発Cl）

秋　　葉 錬　二　郎

　M計画は入工噺星をつくり得る可能性をもつ大型観測

用ロケットの開発を目的とするもので，そのため従来の

カッパ，ラムダシiJ一ズにより得られた知識を基礎とし

ながら，これらにとらわれない新しい構想のもとに全計

画がたてられた．エンジンについても単に高性能（高比

推力，高質量比）であるとい5こと以外に大型化した．二

とから，

　1．　絶対的な信頼性

　2．　輸送に支障のないこと

　3．　できるだけ．価格の安いこと

等の点が今まで以上に切実な要求となった．

　これに対し，まず新しい推薬を採用すること，第1段

ブースタは，セグメント方式（エンジンを幾つかのブロ

ックに分け，それを現地で組み立て完成した1個のエン

ジンとするもの）とすることを基本方針として．1，000，

ユ，200，1，400φ直径のものについてSystem　Studyを

行ない，直径を1，400φと決定しk．現在，M計画は

まだ細部にわたる検討が残されているが，甑略の形体と

しては，第1段がM－1，400φ：第2段が同じくM－

1，400φで長さが第1段の約1／3のエンジン，第3段は

直径735φ第4段を球型ロケットとするもの『C・ある．

この外第1段の加速度不足を補うための1aunching　boo・

sterおよび姿勢制御用補助ロケットがこれにつく予定で

ある．しかし，狭義にいって，Mエンジンとは1，400Pt

直径のもの，すなわち1段目および2段目エンジンをよ

ぶこととする．

　推薬の開発については，従来同様小型のものから順次

スケールアッフ．して大型エンジンの地上試験へ移行する

やり方をとったが，今回はその途中の段階がすぺて飛し

：うに供せられるサイズのもので，L－735改エンジンが

これの副産物として完成した（該当項目参照）以外に，

M－1，400狛エンジンはMロケットの2段目エンジン

の地上テストをも兼ねたわけである．

　次にセグメントの数をいくつにするかについては現在

まだ飛しょう用のものに関しての最終決定方針はない

が，1／3についてセグメント結合の練習の意味をかね

て，2，　200　mmの平行部と鏡板側およびノズル側を前後

で結合することとした，セグメント結合方式としては，

　1．　ボルト方式

　2．　ワIjカン方式

　3．シヤピン方式

　4．　サークリップ方式

等が検討されたが地E試験用M一ユ，4DO捧は款了めての試

みでもあるので，平凡なボルト結合方式をと，た．M－

1，400捻のノズルにこれが2駿目用のもので島るため，

燃焼室中にスロートをもつ型1埋没型ノズル）のものと

した，これにより，多少の推薬ローディング量を犠牲に

しても1～2殿結合部長さaCttて，その重量を節減でき

ると共に、．ノズIV近くのチャンtS’veへO熱流を減らす：

とができる利，1．域がある．

　結合部および．／ズし周辺の推：黛，ライ＋一をどのよう

にするかも二れら新しい試みにより提起された問題とな

った．そ二で，いきなi）M－1，4001，bで実験する前C，c　，J　，

型によるテストの必要性を感じ，250φエンシ．ンにょる

セグメント部および新形式ノズルの試験を行なった1昭

和38年10月10日）．ただLこの場合セ74ンF結
合は2のワリカン方式によった、　この内E三，推力d温

嵐歪等の測定によ［・），M－1，4DO塘設計の毫礎資料を

得た，

　M－1，400給のノズルもL－735改〃：ノレと「司様1ア

ブレーション断熱の方式をと．・1た，アプレーション材料

の厚みは壁への熱流入量に比例してきめる．理論上ノズ

ルへの熱伝達係数への寸法効果はD－°・！：D；代表的な

長さ）の程度であるので，小型ロケットでの侵食9t一から

比較的精度よくきめられる，

　なお地土用エンジンであるのぐ，チ↑ン’・はHT－B5

（a〕
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第1図

を用いた．地上燃焼試験は昭和39年3月5EI　14時

30分点火によりNTC，　LMテストスタンドにて行なわ

オLた　 （第1図）．

エンジン緒元

直径

長さ

谷重垣

推力

実験の条件

L42Qφ

4，IIO　mrn

約9亡on

約3e　ton

天気　晴，気温6．8℃，薬温10℃

計測項目

　准力，内圧，内圧振動，温度，振動，光学観測はL－

735改のとぎと同様の方法で測定した．

　新しい試みとしてソニー隊式会社のご厚意により

生　産　研　荒

VTRにより録画麻焼1十三の漠様をつぶさに観察L得た．

計測結果

　燃焼はまったく正常でかつ安定であe，内E、推力等

の計測はすべて順調で大略予想1匡りの値をしめした．k

グメントチャンバ，ノズル等の構這も，なんら異常にな

く，外壁の温度上昇は極めて．少なく，点火装置，新型

ノズ’レクロージャも予期の通りの作動をした，燃焼後の

所見によればノズルおよび内部断熟材共予期以上O性能

を発揮しており，飛しょう用に｝まかなり六幅の重量軽城

が可能と思われる．ノズルインサートのグラフフでトは

大型良質のものの試作が間に合わず．やむを存ず電極用

のものを使用したが，無機酸化物tDユーテfングゥ1有効

で，なんら問題となる点はなかっk．

　この地上実験の成功によりMフ，レ＋．！ズェンジン設計

への指針が与えられ目下設計艮階を終え製作を急1．でい

るところであるが二れにつL．ては，次の織会にOずるこ

ととする．

　終わりに東大SE研究班（特：こ機体関係の糸川，玉

木，森，秋葉各研究室）と共にMエノジンの開発に努力

されているプリンス自動車工業KK，帝国火工品製造KK，

三菱重工業KK神戸造船所ならびに直：接間接に協力さ

れた関係諸会社，特に東海電極KK〔ノズSレ月グラ7r

イト材料），松下通信工業KK温度計測）たらびヱシ

ヤ製作所（試験設備）に厚く感謝の意を表する．
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　SEレポート　1964．4

ラムダ735型改良エンジンについて

秋　　葉 錬二郎

　われわれはさきにL－735型エンジンを開発し，これに

ょりL－2－1，2号機の飛しょう実験によりその完成を確

認した．一方，Lに続く大型観測ロケットとしてM計画

がたてられ1），このため大量に用いられる推薬として高

性能高信頼性で，しかもできるだけ安価であるものが要

求されるに及び，新しい推薬の採用を決定，これの性能

確認試験が1963年初めより行なわれた．その殿階とし

て当然現在までに開発したシリーズのエンジン160φ，

250φ，420φ，735φについて新推薬による地上試験をす

る二とになった．上記Mエンンン推薬に対する諸要求に

も．らうん、中小型ロケγトにっいても好まLい特性であ

るので，二れらエンジンの性能確認試験後は，次箒に現

在までのカ．ノパシリーズのエンジンヒして用いられるこ

ととなるが，その最初のもの≧して，一連の新エンジ7

を用いた3段ロケットL－3－1の飛LLi試験を亀5一

つの目標としてその完成を急いだ、

　735改の実験に先立ち行献われた二求らり地．．ヒ実験の

うち，特に420改は保安距離の関係で7．．1］ンス官動車工
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